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Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ
と
自
治
体
職
場

Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）
が

自
治
体
の
職
場
に
導
入
さ
れ
始
め
て
い
る
。

今
後
、
自
治
体
職
員
の
仕
事
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
ま
れ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

Ａ
Ｉ
に
よ
る
議
事
録
自
動
作
成
支
援
、

外
国
人
向
け
情
報
発
信
、
保
育
所
入

所
選
考
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
活
用
に
取
り
組

む
Ａ
Ｉ
先
進
自
治
体
の
現
状
と
は
。

︵
本
誌
四
一
頁
︶

港
区
◉

Ａ
Ｉ
と
Ｒ
Ｐ
Ａ
の

各
業
務
へ
の
積
極
的
導
入

Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
多
く
の
仕
事
が
今
後
、
奪
わ
れ
て

し
ま
う
と
喧
伝
さ
れ
て
い
る
。﹁
Ａ
Ｉ
で
仕
事
が

な
く
な
る
﹂
論
は
、
は
た
し
て
事
実
な
の
か
。

︵
本
誌
一
六
頁
︶

Ａ
Ｉ
が
奪
う
の
は
仕
事
で
は
な
く
、

仕
事
の
や
り
が
い
か
も
し
れ
な
い

Ａ
Ｉ
に
は
期
待
と
裏
腹
に
大
い
な
る
不
安

も
つ
き
ま
と
う
。
Ａ
Ｉ
時
代
に
必
要
と
な

る
ル
ー
ル
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
と
は
何
か
。

︵
本
誌
三
四
頁
︶

Ａ
Ｉ
と
そ
の
ル
ー
ル
：

で
き
る
こ
と
、で
き
な
い
こ
と
、

す
る
べ
き
で
な
い
こ
と

Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た
議
事
録
の
音
声
の
テ
キ
ス
ト

化
と
要
約
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
業
務
の
効
率

化
に
加
え
て
、
得
ら
れ
た
も
の
は
何
だ
っ
た
の

か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
本
誌
四
六
頁
︶

徳
島
県
◉

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

議
事
録
作
成
業
務
の
効
率
化
と

情
報
発
信
力
の
強
化

地
元
の
研
究
機
関
と
協
力
し
、
安

価
な
車
載
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
路

面
画
像
と
Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
た

シ
ス
テ
ム
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。　
　
　
　
　
︵
本
誌
五
一
頁
︶

室
蘭
市
◉

Ａ
Ｉ
に
よ
る

道
路
管
理
の
効
率
化

Ａ
Ｉ
の
導
入
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
自
治
体
の
現
場
や
自
治
体
職

員
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る

と
想
定
さ
れ
る
変
化
を
考
え
る
。

︵
本
誌
二
四
頁
︶

Ａ
Ｉ
が
自
治
体
職
員
の

仕
事
に
与
え
る
影
響
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ＡＩ・ＲＰＡと自治体職場

地域を支える人 草野円花さん・熊本県益城町

ＡＩが奪うのは仕事ではなく、
仕事のやりがいかもしれない
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できること、できないこと、するべきでないこと
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ＡＩとＲＰＡの各業務への積極的導入
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